
５　国際競技力向上施策のロジックモデル

事業 事業の実施主体 左に対する文部科学省の施策 施策の実施主体 関係団体

日常的なトレーニングが行われる。
競技者が日常的に行うﾄﾚｰﾆﾝｸﾞを安定的に行うこ
とができる。

助成対象人員（選手、ｽﾀｯﾌ）

日常的・安定的なﾄﾚｰﾆﾝｸﾞに関する競技団体自己
評価
【競技力向上への影響度指標】
日常トレーニングの国際競技力への影響度

日常的なトレーニングが行われる。

調査対象外

ｸﾗﾌﾞに所属する競技者の日常的なﾄ
ﾚｰﾆﾝｸﾞの場が確保される。
委嘱団体数

日常的なトレーニングが行われる。

調査対象外

競技者育成ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが策定され、一
貫指導のﾓﾃﾞﾙが構築される。

有望な選手が継続的に発掘される。

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ策定競技数
選手の発掘に関する競技団体自己評価
【競技力向上への影響度指標】
有望選手発掘の国際競技力への影響度

一貫指導が実施され、優れた素質
を有する競技者の育成強化が行わ
れる。

競技者が一貫した高度な指導を継続して受けられ
るようになる。

将来ﾄｯﾌﾟﾚﾍﾞﾙの競技者となる優れた
若手競技者が安定的・継続的に育成
される。

助成団体数

一貫指導体制構築（一貫指導プログラム策定）競
技数
公認ｺｰﾁのうち競技者育成ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを受講した人
数・割合
一貫指導ｼｽﾃﾑに関する競技団体自己評価
【施策の貢献度指標】
助成を受け実施している競技数／一貫指導体制
構築競技数
【競技力向上への影響度指標】
一貫指導の国際競技力への影響度

ﾕｰｽ世代での国際大会での入賞・出
場権を獲得した競技者数
若手育成に関する競技団体自己評価

一貫指導システムが導入される。

調査対象外

一貫指導システムが導入される。

調査対象外

有望選手が発掘される。

調査対象外

有望選手が発掘される。

調査対象外

ﾅｼｮﾅﾙﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰが整備され
る。

ﾄｯﾌﾟﾚﾍﾞﾙの競技者が計画的・集中的・継続的にﾄ
ﾚｰﾆﾝｸﾞを行うことができる。

ﾄｯﾌﾟﾚﾍﾞﾙの競技者の競技水準（ﾄｯﾌﾟ
ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ）が向上する。

整備計画の進捗状況

全ての強化合宿の参加延べ人日
【施策の貢献度指標】
助成事業による合宿参加人日／全ての強化合宿
の参加延べ人日
【競技力向上への影響度指標】
合宿の国際競技力への影響度

国際大会における最高順位
夏季ｵﾘﾝﾋﾟｯｸの成績ﾎﾟｲﾝﾄ
記録種目における記録更新幅

各競技において拠点での選手強化が行われる。

参加延べ人日

各競技において強化合宿等が行わ
れる。
強化合宿参加延べ人日

各競技において海外合宿が行われ
る。
海外合宿参加延べ人日

各競技において強化合宿等が行わ
れる。
強化合宿参加延べ人日

計画 施策区分
インプット

日常的ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞに対
する助成（ｽﾎﾟｰﾂ振興

基金助成）

ｸﾗﾌﾞに対する支援（ﾄｯ
ﾌﾟﾚﾍﾞﾙ・ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ活

動支援事業）

ＪＯＣ
競技団
体

日常的
なトレー
ニング

NAASH
（文部科学
省）

基本
目標

アウトプット（結果） アウトカム（成果）Ⅰ アウトカム（成果）Ⅱ アウトカム（成果）Ⅲ

ＪＯＣ

ＪＯＣ

－

－

ＪＯＣ
競技団
体

ー文部科学省

選手
指導者

NAASH
（文部科学
省）

文部科学省

競技団体
文部科学省

ｼｽﾃﾑ構築に関する調
査研究（競技者育成ﾌﾟ
ﾛｸﾞﾗﾑ策定ﾓﾃﾞﾙ事業）

文部科学省
拠点での選手強化を
可能とするﾅｼｮﾅﾙﾄﾚｰ
ﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰの整備

選手・指導者が日常的に行うﾄﾚｰ
ﾆﾝｸﾞ

選手
指導者

ﾁｰﾑ（企業や学校を含
む）、ｸﾗﾌﾞ

選手・指導者が日常的に行うﾄﾚｰ
ﾆﾝｸﾞ

日常的な練習等

日常的な練習等

ﾁｰﾑ（企業や学校を含
む）、ｸﾗﾌﾞ

NAASH
（文部科学
省）

一貫指導ｼｽﾃﾑの構築（ﾓﾃﾞﾙ事
業）

選手の発掘、育成強化

競技団体

ﾁｰﾑ（企業や学校を含
む）、ｸﾗﾌﾞ

競技団体

競技団体

ﾁｰﾑ（企業や学校を含
む）、ｸﾗﾌﾞ

一貫指導ｼｽﾃﾑの構築

一貫指導

選手の発掘、育成強
化に対する支援（ｽﾎﾟｰ

ﾂ振興くじ助成）

選手の発掘、育成強化

一貫指
導

選手発掘等

強化合宿事業等

強化事業等に対する
助成（ｽﾎﾟｰﾂ振興基金

助成）

選手、指導者、競技団
体、ＪＯＣ

拠点での選手強化

強化合宿事業等

競技団体

強化合宿事業等に対
する補助

ＪＯＣ
競技団体
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各競技において海外合宿が行われ
る。
海外合宿参加延べ人日

重点競技において強化合宿等が行
われる。
強化合宿参加延べ人日

重点競技において海外合宿が行わ
れる。
海外合宿参加延べ人日

各競技において強化合宿等が行われる。

調査対象外

各競技において強化合宿等が行われる。

調査対象外

ﾄｯﾌﾟﾚﾍﾞﾙの競技者の合宿や練習が
行われる。（ｻｰﾋﾞｽ事業）
専用ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ施設利用者数
共用ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ施設利用者数

各競技において専任ｺｰﾁが設置・増
強される。

ﾄｯﾌﾟﾚﾍﾞﾙの競技者に対して適切な指導・強化が行
われる。

国際競技力が向
上する。

専任ｺｰﾁ数
専任ｺｰﾁの設置団体の数
競技団体あたりの専任ｺｰﾁ数

専任ｺｰﾁやﾄｯﾌﾟﾚﾍﾞﾙの指導者の指導を受けたﾄｯ
ﾌﾟﾚﾍﾞﾙの競技者の割合
【施策貢献度指標】
強化ｽﾀｯﾌに占める体協公認指導者の割合
【競技力向上への影響度指標】
適切な指導の国際競技力への影響度

国際大会でのメダ
ル獲得率
国際大会での入賞
者率
国際大会での出場
権獲得率

各競技において専任ｺｰﾁが設置・増強される。

調査対象外

ﾄｯﾌﾟﾚﾍﾞﾙの指導者のための研修会
が開催される。

検討状況

ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ、ｺｰﾁﾝｸﾞ、情報･戦略、医科学のｽﾀｯﾌが養成される。

調査対象外

ﾄｯﾌﾟﾚﾍﾞﾙの指導者（ｺｰﾁ、ｽﾎﾟｰﾂﾄﾞｸ
ﾀｰ、ｱｽﾚﾃｨｯｸﾄﾚｰﾅｰ）が養成され
る。
資格取得者数

若手の指導者が海外に派遣され研
修が行われる。

海外派遣人数

ﾄｯﾌﾟﾚﾍﾞﾙの指導者等（ｺｰﾁ、ｽﾎﾟｰﾂﾄﾞｸﾀｰ、ｱｽﾚﾃｨｯｸﾄﾚｰﾅｰ、審
判等）が養成される。

調査対象外

ﾒﾃﾞｨｶﾙ、ﾌｨｯﾄﾈｽ、ｽｷﾙ、ﾒﾝﾀﾙ、栄
養などのﾁｪｯｸが行われる。（TSC事
業ﾁｪｯｸｻｰﾋﾞｽ）

医・科学的な指導やﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ、ﾒﾝﾀﾙ面のｻｰﾋﾞｽや
ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ、ｺﾝﾃﾞｨｼｮﾆﾝｸﾞが必要な競技者及び競技
団体に対して行われる。

競技大会においてその時点の競技力
が最大限発揮される。

ﾁｪｯｸｻｰﾋﾞｽ利用者数

医科学・ﾒﾝﾀﾙ面のｻｰﾋﾞｽを受ける必要のある強化
指定選手のうち当該ｻｰﾋﾞｽを受けた選手の割合
医科学ｻﾎﾟｰﾄを実施している競技団体数
【施策の貢献度指標】
JISSの医科学・ﾒﾝﾀﾙ面のｻｰﾋﾞｽを受けた強化指
定選手／医科学・ﾒﾝﾀﾙ面のｻｰﾋﾞｽを受けた全て
の強化指定選手
JISSで医科学ｻﾎﾟｰﾄを実施した競技団体数／医
科学ｻﾎﾟｰﾄを実施した競技団体数
JISSの支援によって可能となった医科学ｻﾎﾟｰﾄに
関する取組数
【競技力向上への影響度指標】
医科学ｻﾎﾟｰﾄの国際競技力への影響度

直前の国際ﾗﾝｷﾝｸﾞに対する競技大
会での成績
記録種目における自己ﾍﾞｽﾄ更新の割
合
競技力発揮に関する競技団体の自己
評価

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ型のｻﾎﾟｰﾄが行われる。
（TSC事業ｻﾎﾟｰﾄｻｰﾋﾞｽ）
ｻﾎﾟｰﾄｻｰﾋﾞｽ対象競技数

ＪＯＣ
競技団
体

－

ＪＯＣ
競技団
体

－
若手ｽﾎﾟｰﾂ指導者長期在
外研修に対する助成（ｽ
ﾎﾟｰﾂ振興くじ助成）

ＮＡＡＳＨ

文部科学省
NAASH

文部科学省

文部科学省

文部科学省

強化事業等に対する
助成（重点競技強化事

業）

専任ｺｰﾁの設置に対
する補助

ＪＯＣ、競技団体

ﾅｼｮﾅﾙｺｰﾁｱｶﾃﾞﾐｰに
関する調査研究（ﾅｼｮ
ﾅﾙｺｰﾁ等育成ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

策定ﾓﾃﾞﾙ事業）

ＪＯＣ

ＪＯＣ

日本体育協会、競技団
体

ＪＩＳＳ

ー

ＪＯＣ

ﾅｼｮﾅﾙｽﾀｯﾌﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

若手スポーツ指導者長期在外研
修

日本体育協会、競技団
体

ＪＯＣ、競技団体

指導者
の養成・
確保

強化合宿事業等

JISSが行うTSC、ｽﾎﾟｰ
ﾂ診療、ｽﾎﾟｰﾂ医・科
学、ｽﾎﾟｰﾂ情報に対す
る支援（NAASH交付

金）

TSC、ｽﾎﾟｰﾂ診療、ｽﾎﾟｰﾂ医・科
学、ｽﾎﾟｰﾂ情報

ｽﾎﾟｰﾂ指導者の育成事業
に対する補助（日本体育

協会補助）
ｽﾎﾟｰﾂ指導者の育成

ｽﾎﾟｰﾂ指導者等（審判も含む）の
育成

専任ｺｰﾁの設置

競技団体

合宿の開催
ﾁｰﾑ（企業や学校を含
む）、ｸﾗﾌﾞ

強化合宿事業等

競技団体

ﾅｼｮﾅﾙｺｰﾁｱｶﾃﾞﾐｰの創設、運営

専任ｺｰﾁの設置

ＪＯＣ

文部科学省
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診察、ﾘﾊﾋﾞﾘ、心理ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ、栄養
相談が行われる。（ｽﾎﾟｰﾂ診療事
業）
受診者数

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ･ｺｰﾁﾝｸﾞ、戦略・戦術、評価
に関する研究が行われる。（スポー
ツ医・科学研究事業）

現場の担当者から競技団体やJOC等の組織に至
る各段階において科学的な分析や対戦相手の分
析、的確な戦略立案が行われる。

競技大会において的確なプランや戦
略が実行される。

JISSと連携している競技数
研究課題数

強化ﾌﾟﾗﾝを有している競技団体数
情報の収集・分析・伝達方法を確立している競技
団体数
情報戦略活動の実施状況
【施策の貢献度指標】
上記のうち、JISSからの情報をきっかけとして実施
された取組数
【競技力向上への影響度指標】
情報戦略の国際競技力への影響度

計画されたﾌﾟﾗﾝや戦略の実現度

国際競技力向上に必要な各種情報
が収集・提供される。（ｽﾎﾟｰﾂ情報事
業）
収集情報件数
提供情報件数

ｽﾎﾟｰﾂ医科学、情報による競技者のｻﾎﾟｰﾄが行われる。

調査対象外

ｽﾎﾟｰﾂ医科学、情報による競技者のｻﾎﾟｰﾄが行われる。

調査対象外

ｽﾎﾟｰﾂ医科学、情報による競技者のｻﾎﾟｰﾄが行われる。

調査対象外

ﾄｯﾌﾟﾘｰｸﾞの運営が強化される。
ﾄｯﾌﾟﾚﾍﾞﾙの競技者が定常的に試合に出場するこ
とができる。

助成団体数

ﾄｯﾌﾟﾘｰｸﾞでの試合数・出場選手数
【施策の貢献度指標】
助成を受けているﾘｰｸﾞの試合数・出場選手数／
全てのﾘｰｸﾞの試合数・出場選手数
【競技力向上への影響度指標】
定常的な試合出場の国際競技力への影響度

ﾄｯﾌﾟﾘｰｸﾞが運営される。

調査対象外

国際競技大会に選手が派遣される。 ﾄｯﾌﾟﾚﾍﾞﾙの競技者の国際経験が積まれる。

文部科学省施策による大会派遣延
べ人数

国際競技大会参加延べ人数
【施策の貢献度評価指標】
助成による国際競技大会参加延べ人数／全ての
国際競技大会参加延べ人数
【競技力向上への影響度指標】
国際経験の国際競技力への影響度

国際大会に選手が派遣される。

調査対象外

国際大会に選手が派遣される。

調査対象外

国際競技大会等に選手が派遣される

調査対象外

国際競技大会に選手が派遣される

調査対象外

競技に関する情報の提供等が促進される。 ﾄｯﾌﾟﾚﾍﾞﾙを目指す競技人口が増える。

調査対象外
【競技力向上への影響度指標】
競技人口の国際競技力への影響度

トップレベルを目指す競技者の普及活動が行われる。

調査対象外

講習会や交流会が開催され、ﾄｯﾌﾟﾚﾍﾞﾙの競技者と触れ合う機
会が増加する。

調査対象外 　

ｱﾝﾁ･ﾄﾞｰﾋﾟﾝｸﾞ活動が推進される。 ｱﾝﾁ･ﾄﾞｰﾋﾟﾝｸﾞが競技者、指導者等に徹底される。 競技者のﾄﾞｰﾋﾟﾝｸﾞ違反がなくなる。

調査対象外 調査対象外 調査対象外
文部科学省

－

ＪＡＤＡ，ＪＯＣ、
日本体育協会、
競技団体等

－文部科学省

NAASH（文部科学
省）

ﾁｰﾑ（企業や学校を含
む）、ｸﾗﾌﾞ

JOC

競技団体
文部科学省
NAASH

－

競技団体

ＪＯＣ、競技団体

競技大会への選手派遣

競技大会への選手派遣

トップを目指
す競技人口

拡大

ﾁｰﾑ（企業や学校を含
む）、ｸﾗﾌﾞ

国際競
技大会
への選
手の派
遣

普及活動等

国際競
技大会
等の開
催

トップ
リーグの
運営

ｽﾎﾟｰﾂ医科学、情報の導入

ﾄｯﾌﾟﾘｰｸﾞの運営

ｽﾎﾟｰﾂ医科学、情報の支援

普及活動等

競技大会への選手の派遣

ﾁｰﾑ（企業や学校を含
む）、ｸﾗﾌﾞ

競技団体

競技団体ﾄｯﾌﾟﾘｰｸﾞの運営

ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ競技大会等へ
の選手派遣（ＪＯＣ補
助）、チーム派遣及び
チーム招待に対する補
助・助成（ＪＯＣ補助、ｽ
ﾎﾟｰﾂ振興基金助成、重
点競技強化事業）

ｽﾎﾟｰﾂ医科学、情報の支援

競技団体

競技団体、地方公共団
体

国際競技大会の開催に対する助成（ｽ
ﾎﾟｰﾂ振興くじ助成）

NAASH（文部科学
省）

国際競技大会等の開催に対する助成
（ｽﾎﾟｰﾂ振興基金助成）

ﾄｯﾌﾟﾘｰｸﾞ運営に対する
助成（ﾄｯﾌﾟﾘｰｸﾞ支援事

業）

－

普及活動等に対する助成（ｽﾎﾟｰﾂ振興く
じ助成）

NAASH（文部科学
省）

国際競技大会の開催

－

NAASH（文部科学
省）

ー

文部科学省
ＪＡＤＡ，ＪＯＣ、
日本体育協会、
競技団体等

競技団体

国際競技大会等の開催

講習会や交流会の開催等

競技団体

アンチ・ドー
ピング活動
の推進

ｱﾝﾁ･ﾄﾞｰﾋﾟﾝｸﾞ活動の推進
JADA，JOC，日本体育
協会，競技団体

ｱﾝﾁ･ﾄﾞｰﾋﾟﾝｸﾞ活動に対する助成（ｽﾎﾟｰﾂ
振興くじ助成）

ＷＡＤＡへの拠出金の支出

ｱﾝﾁ･ﾄﾞｰﾋﾟﾝｸﾞ活動の推進

平
成
2
2
年
ま
で
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
お
い
て
メ
ダ
ル
獲
得
率
3
.
5
％
を
実
現
す
る

。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計
画
の
策
定

（
文
部
科
学
省

）
・
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
の
策
定

（
J
O
C

）

スポーツ
医・科

学・情報
によるサ
ポート



用具・用品の研究開発が行われる。 用具・用品の性能が向上する。 競技大会において高い性能の用具・用品が使用される。

調査対象外
【競技力向上への影響度指標】
用品・用具の国際競技力への影響度

調査対象外

適切な選手選考の基準や方法が設定される。 適切な選手が選考される。 競技大会において適切な選手が出場する。

調査対象外
【競技力向上への影響度指標】
選手選考の国際競技力への影響度

調査対象外

国際的なﾛﾋﾞｰ活動が充実される。 ﾙｰﾙや日程等の決定の際に日本の意向が反映される。 競技大会において日本に有利なﾙｰﾙや日程等が採用される。

調査対象外
【競技力向上への影響度指標】
ルールや基準等の情報収集・有利になるための働きかけの国際競技力への影響度

調査対象外

ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ競技大会の当日及び直
前の想定外のﾏｲﾅｽ事態の発生
が抑えられる。

調査対象外

凡例 下段は、各状況の評価に必要な指標 本調査の評価対象施策 本調査の評価対象施策
本調査の評価対象ロジッ

ク

－

競技団体

競技団体

競技団体､ﾁｰﾑ､ｸﾗﾌﾞ､ｽ
ﾎﾟｰﾂ用品ﾒｰｶｰ

用具、用品
の開発

用具・用品開発

施策対象外

選手の選考

－

国際競技団体等
への役員等の派

遣

選手選考

ﾛﾋﾞｰ活動

※　NAASHは独立行政法人日本スポーツ振興センターを、JISS
はNAASHの一部門である国立スポーツ科学センターを、ＪＯＣは
財団法人日本オリンピック委員会を、ＪＡＤＡは財団法人日本アン
チ・ドーピング機構を表す。


